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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、有糸分裂紡錘体の形成と染色体分配に機能するコイルドコイルドメイン含有タンパク質をコードしています。コードされているタンパク質は、ダイニンタンパク質のリクルートメントを促進することで微小管への接着を調整する役割と、有糸分裂チェックポイントシグナル伝達において役割を果たします。 [RefSeq提供、2016年7月]、有糸分裂姉妹染色分体分離、有糸分裂細胞周期のM期、有糸分裂紡錘体の配向の確立、微小管細胞骨格の構成、有糸分裂細胞周期、M期、核分裂、姉妹染色分体分離、細胞形態形成、細胞骨格の構成、微小管に基づくプロセス、細胞周期、染色体分離、有糸分裂、有糸分裂中期板会合、細胞極性の確立または維持、タンパク質の局在、細胞周期プロセス、細胞周期の段階、細胞極性の確立、細胞成分の形態形成、キネトコアへのタンパク質の局在、細胞タンパク質の局在、有糸分裂紡錘体の局在の確立、細胞小器官の分裂、染色体の局在、染色体の組織化、紡錘体の局在の確立、紡錘体の配向の確立、染色体の確立局在、中期板会合、細胞小器官の局在、紡錘体の局在、細胞小器官の局在の確立、細胞高分子の局在、
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	-
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	CCDC99抗体のウェスタンブロット解析。右レーンはCCDC99ペプチドでブロッキングされている。
	

	CCDC99 抗体を使用した K562 細胞の溶解物のウエスタン ブロット分析。
	

	CCDC99ポリクローナル抗体（1：1000希釈）を用いた3T3細胞のウェスタンブロット解析

